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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は,関係データベースからオブジェクト指向データベースへとデータベース技術が進展する中で,
それらの並行処理制御方式として二相施錠アルゴリズムが盲目的に利用されていることに疑念をもち,今
後の利用が期待されている,競合保存直列可能アルゴリズムおよび先読みスケジューラ,オブジェクト指
向データベースのための遅延式競合保存直列可能スケジューラおよびクラス階層施錠方式,などとの性能
比較をシミュレーション実験に基づいて行った研究の結果をまとめたものであり,得られた成果は次の通
りである｡
1.二相施錠アルゴリズムと,競合保存直列可能アルゴリズムおよびそれに先読みスケジューラ機構を
付与した方式を比較し,一般的に二相施錠アルゴリズムより競合保存直列可能アルゴリズムが優れること,
さらに,先読みスケジューラは受付けたすべてのトランザクションを実行可能にするという特長に加えて,
高スループット性や高応答性能を併せもつことを明らかにした｡
2.オブジェクト指向データベースの概念を反映したシステムモデルの下で,二相施錠アルゴリズムと
競合保存直列可能アルゴリズムの特性を調べ,その結果に基づいて,遅延式競合保存直列可能アルゴリズ
ムを新たに提案し,その性能の高さを検証した｡
3.より詳細なオブジェクト指向データベースのモデルの下で,二相施錠アルゴリズムと2種類のクラ
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ス階層施錠アルゴリズムの施錠オーバーヘッドを定量的に評価し,二相施錠アルゴリズムは,トランザク
ションの並行処理性能は高いものの,施錠オーバーヘッドが非常に大きいため,実用上の問題を含むこと
を指摘した｡
4.以上の研究に基づき,データベースの利用環境に合った並行処理制御アルゴリズムの選択基準を提
案した｡
このように,本論文はデータベースの並行処理制御において一般的に利用されてきた二相施錠アルゴリ
ズムについて,その問題点を指摘するとともに,それにかわるアルゴリズムを示唆したものであって,学
術上,実際上寄与するところが少なくない｡よって,本論文は博士 (工学)の学位論文として価値あるも
のと認める｡また,平成9年1月20日,論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果,合格
と認めた｡
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